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自宅でらくらく確定申告

問合先　税務課市民税担当

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、

確
定
申
告
書
を
簡
単
に
作
成
し
、
電
子

申
告（e-Tax

）が
で
き
ま
す
。

　
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ
で
も

作
成
・
送
信
可
能
で
す
。

　
申
告
会
場
は
、
毎
年
、
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
来
年
の
確
定
申
告
は
、
ぜ

ひ
電
子
申
告
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
さ
え

あ
れ
ば
ど
こ
で
も
で
き
る

②
案
内
の
と
お
り
入
力
し
て
い
く
だ
け

で
で
き
る

③
長
い
時
間
待
た
ず
に
時
間
の
短
縮
が

で
き
る

④
人
混
み
に
行
か
な
い
の
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
が
で
き
る

※
　「e-Tax

」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
て
電
子
的
に
申
告
手
続
き

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
税
務
署
で

発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
か
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
出
張
発
行

　
Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
に
は
、
税

務
署
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、
左

記
の
と
お
り
税
務
署
に
よ
る
出
張
発
行

を
市
役
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
　
※
　
予
約
不
要
。
本
人
の
み

確
定
申
告
講
習
会
　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
電
子
申
告
に
よ
る
操
作
方
法
の

講
習
会
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
待
た
ず
、
並
ば
ず
、
自

宅
で
確
定
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

※
　
講
習
会
で
使
用
す
る
通
信
料
は
自

己
負
担
で
す
。
給
与
収
入
、
公
的
年
金

収
入
等
、「
確
定
申
告
Ａ
表
」
を
提
出
す

る
方
向
け
の
講
習
で
す

　
講
習
会
は
募
集
人
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
予
約
制
で
す
。

申
込
方
法

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
税
務
課
へ
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル(10300030@

city.
tsurugashim

a.lg.jp)

で

記
載
事
項
　

講
習
希
望
日
、
希
望
回
、
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号

マ
ス
ク
着
用
と
検
温
の
お
願
い

　
市
役
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
当
日
、
自
宅
で
の
検
温

を
お
願
い
し
ま
す
。
風
邪
の
よ
う
な
症

状
が
み
ら
れ
る
方
や
体
調
不
良
の
方
は
、

参
加
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

年
末
調
整
等
説
明
会
は
中
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
お
よ
び
皆
さ
ん
の
健
康
と

安
全
を
考
慮
し
、
例
年
実
施
し
て
い
ま

し
た
「
年
末
調
整
等
説
明
会
」
の
開
催

は
中
止
い
た
し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
に
関
し
て
不
明
な

点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
年
末
調
整
特
集「
年

末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国税庁HP

場所
市役所 東市民センター 大橋市民センター

503会議室 庁議室 学習室 第3学習室

日にち 12月1日(火)
2日(水) 12月14日(月) 12月		8日(火)

11日(金)
12月		9日(水)
10日(木)

時間 11時～12時
13時～14時30分

9時30分～12時
13時～16時

持ち物 運転免許証・保険証などの本人確認書類

場所
市役所 東市民センター 大橋市民センター

503会議室 庁議室 集会室 第2学習室 集会室

日にち 12月1日(火)
2日(水) 12月14日(月) 12月		8日(火)11日(金) 12月		9日(水) 12月10日(木)

時間 1回目			9時30分～10時30分
2回目	15時～16時

募集人数
(1開催毎) 8人 25人 15人 45人

持ち物 スマートフォン・タブレット、マイナンバーカード(お持ちの方)、
運転免許証・保険証などの本人確認書類
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11月は「児童虐待防止推進月間」です　～�標語　1
いちはやく

8 9 　知らせて守る　こどもの未来�～

問合先　こども支援課子育て支援担当

11月は「子供・若者育成支援強調月間」です

問合先　こども支援課子育て支援担当

　「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」は
、

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的

関
心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
、

県
内
の
児
童
相
談
所
が
受
け
付
け

た
通
告
件
数
は
、
１
万
７
４
７
３
件

で
、
平
成
30
年
度（
１
万
５
３
３
４

件
）に
比
べ
て
、
２
１
３
９
件
、
13・

94
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
蹴
る
、
激

し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
さ
せ

る
、
首
を
絞
め
る
、
戸
外
に
締
め

出
す
な
ど

心
理
的
虐
待
　
否
定
的
・
差
別
的

な
言
葉
を
繰
り
返
す
、
無
視
、
Ｄ

Ｖ
の
目
撃
、
子
ど
も
の
面
前
で
の

け
ん
か
、
他
の
き
ょ
う
だ
い
と
差

別
的
な
扱
い
な
ど

性
的
虐
待
　
子
ど
も
へ
の
性
交
、

性
的
行
為（
教
唆
を
含
む
）、
性
器

や
性
交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
写
真

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
拒
否
・
怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ
な

い
、
登
校
さ
せ
な
い
、
車
や
家
に

置
き
去
り
に
す
る
、
子
ど
も
に
と

っ
て
必
要
な
情
緒
的
愛
情
に
応
え

な
い
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
な

ど
が
虐
待
を
行
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
放
置
す
る
な
ど

　
深
夜
外
出
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

所
持
率
の
増
加
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
の
増
加
、
不
登
校
や
貧
困

な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
は

急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
に
よ
る
非
行
や
犯
罪
の

増
加
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
青
少

年
の
行
動
に
対
す
る
大
人
の
無
関

心
さ
や
、
規
範
意
識
の
低
下
が
指

摘
さ
れ
る
な
ど
「
大
人
の
責
任
」

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
市

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
で

は
、
市
内
５
地
区
の
青
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
深

夜
営
業
を
行
う
店
舗
へ
の
青
少
年

の
帰
宅
推
奨
の
お
願
い
や
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
地

域
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
と
は

　
市
内
５
地
区（
各
中
学
校
区
に

１
地
区
）で
地
域
の
方
々
が
会
員

と
な
り
、
青
少
年
の
育
成
と
安
全

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
パ
ト

ロ
ー
ル
や
講
演
会
の
開
催
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援
の

た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

・
登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
散

歩
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
玄
関
外
の
電
気
を
つ
け
て
お
く
。

人
目
に
つ
か
な
い
薄
暗
い
場
所
が

減
る
こ
と
は
、
青
少
年
を
犯
罪

被
害
か
ら
守
る
こ
と
に
効
果
的
で

す
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
積
極
的
に
導
入
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
き
っ
か
け
で
青
少

年
が
性
犯
罪
の
被
害
に
あ
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら

警
察
相
談
専
用
電
話

☎
＃
９
１
１
０

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

（
18
歳
以
下
対
象
）

☎
０
１
２
０・９
９・７
７
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
買
い
物
な
ど
の
お
金
の
ト
ラ
ブ

ル
）

☎
１
８
８

　
児
童
虐
待
の
件
数
は
依
然
と
し

て
増
加
し
て
お
り
、
大
切
な
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事
件

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
方
々
の「
目
く
ば
り
」「
気

く
ば
り
」
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

救
え
ま
す
。「
お
や
？
」
と
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
迷
わ
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん

児
童
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル
　
※
　
24
時
間

☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

川
越
児
童
相
談
所

☎
２
２
３・４
１
５
２

こ
ど
も
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

※
　
子
ど
も
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
、

夜
一
人
で
出
歩
い
て
い
る
な
ど
、

緊
急
の
場
合
は
警
察
へ
１
１
０
番

通
報
を
お
願
い
し
ま
す

子
育
て
に
困
っ
た
と
き
の
相
談
先

　
育
児
が
大
変
、
子
ど
も
に
イ
ラ

イ
ラ
す
る
、
怒
っ
て
ば
か
り
い
る

な
ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
・
家
庭
総
合
相
談
窓
口

（
市
役
所
こ
ど
も
支
援
課
）

☎
２
７
１・１
１
１
１

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
１・２
７
４
５
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11月は「ねんきん月間」です�

問合先　保険年金課国民年金担当

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、11月を「ね
んきん月間」と位置づけ、公的年金制度の普及・啓発活
動を積極的に行っています。
　市では、「川越年金事務所職員による年金相談会」を毎
年11月に開催していましたが、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のため、延期します（期日未定）。
　なお、過去の年金相談会での主な相談例は右記のとお
りです。

【年金相談会の相談例】
・老齢年金は、いつから受け取ることができますか。
・障害年金は、どのようなときに受け取ることができますか。
・ 配偶者が亡くなった場合に、私は遺族年金を受け取ること

ができますか。
・国民年金保険料は、どのように納めればいいですか。
・ 国民年金保険料を納めることが難しいのですが、どうすれ

ばいいですか。

【年金に関する主なＱ＆Ａ】

Q�65歳前でも年金を受けることができますか。
　　国民年金の老齢基礎年金は65歳から受けるのが基
本です。本人が希望すれば60歳からでも受けることが
できます。この場合、受ける年金額が65歳から受け始
める年金額に比べ減額されます。

Q�65歳になると年金は自動的に受けられるのですか。
　　年金は自動的に支払われるわけではなく、手続き
が必要です。国民年金第1号被保険者期間のみの方は市
役所（第3号被保険者期間や厚生年金がある場合は年金
事務所）で行います。

Q�障害基礎年金はどのようなときに受けられますか。
　　障害基礎年金は、次の①または②に該当する方が
受けることができます。
①国民年金に加入している間、または60歳以上65歳未
満（年金制度に加入していない期間）で日本国内に住ん
でいる間に、初診日がある病気やケガがもとで一定以上
の障害が残り、保険料の納付要件を満たしているとき。
②20歳前（年金制度に加入していない期間）に初診日が
ある病気やケガがもとで一定以上の障害が残ったとき。
受けられる年金には1級と2級があり、障害の程度によ
って決められます。

A

A

A

Q�年金手帳を紛失したのですが、再発行はできますか。
　　年金手帳の再交付は年金事務所で行っています。手続き後に郵送で送付
されます。緊急性の高い場合には、本人(本人確認書類を所持)に年金事務所
窓口での再交付も行っています。また、市役所でも第1号被保険者の方は手
続きが可能ですが、4週間ほどで年金事務所から郵送されます。

A

Q�障害年金の対象となる病気やケガにはどのようなも
のがありますか。

　　主なものは次のとおりです。　 
1 外部障害：眼、聴覚、肢体（手足など）の障害など
2 精神障害： 統合失調症、うつ病、認知障害、てんかん、

知的障害、発達障害など
3 内部障害： 呼吸器疾患、心疾患、腎疾患、肝疾患、血液・

造血器疾患、糖尿病、がんなど

Q�老齢厚生年金を受けている夫が亡くなりましたが、
妻の私は年金を受けられますか。

　　受給資格期間が25年以上ある方が亡くなられたと
きは、亡くなられた方に生活を支えられていた妻は、
遺族厚生年金を受けることができます。お近くの年金
事務所で相談し、手続きを行ってください。

Q�会社を退職した場合は、国民年金に加入しなければ
ならないのですか。

　　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の方
は、厚生年金保険や共済組合などの公的年金制度に加
入している方を除き、自ら国民年金への加入手続きを
しなければなりません。市役所の国民年金担当窓口で
加入の届出を行ってください。

A

A

A
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役所（第3号被保険者期間や厚生年金がある場合は年金
事務所）で行います。

Q�障害基礎年金はどのようなときに受けられますか。
　　障害基礎年金は、次の①または②に該当する方が
受けることができます。
①国民年金に加入している間、または60歳以上65歳未
満（年金制度に加入していない期間）で日本国内に住ん
でいる間に、初診日がある病気やケガがもとで一定以上
の障害が残り、保険料の納付要件を満たしているとき。
②20歳前（年金制度に加入していない期間）に初診日が
ある病気やケガがもとで一定以上の障害が残ったとき。
受けられる年金には1級と2級があり、障害の程度によ
って決められます。

A

A

A

Q�年金手帳を紛失したのですが、再発行はできますか。
　　年金手帳の再交付は年金事務所で行っています。手続き後に郵送で送付
されます。緊急性の高い場合には、本人(本人確認書類を所持)に年金事務所
窓口での再交付も行っています。また、市役所でも第1号被保険者の方は手
続きが可能ですが、4週間ほどで年金事務所から郵送されます。

A

Q�障害年金の対象となる病気やケガにはどのようなも
のがありますか。

　　主なものは次のとおりです。　 
1 外部障害：眼、聴覚、肢体（手足など）の障害など
2 精神障害： 統合失調症、うつ病、認知障害、てんかん、

知的障害、発達障害など
3 内部障害： 呼吸器疾患、心疾患、腎疾患、肝疾患、血液・

造血器疾患、糖尿病、がんなど

Q�老齢厚生年金を受けている夫が亡くなりましたが、
妻の私は年金を受けられますか。

　　受給資格期間が25年以上ある方が亡くなられたと
きは、亡くなられた方に生活を支えられていた妻は、
遺族厚生年金を受けることができます。お近くの年金
事務所で相談し、手続きを行ってください。

Q�会社を退職した場合は、国民年金に加入しなければ
ならないのですか。

　　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の方
は、厚生年金保険や共済組合などの公的年金制度に加
入している方を除き、自ら国民年金への加入手続きを
しなければなりません。市役所の国民年金担当窓口で
加入の届出を行ってください。

A

A

A
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11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です

問合先　女性センター☎287・4755 

　
暴
力
は
、
加
害
者
、
被
害
者
の

間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー（
別
れ

た
後
も
含
み
ま
す
）か
ら
の
暴
力

(

Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス)

、
交
際
相
手
や
別

れ
た
恋
人
か
ら
の
暴
力(

デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ)
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ

ク
ハ
ラ
、
性
犯
罪
な
ど
は
、
女
性

が
被
害
者
に
な
る
割
合
が
高
く
、

著
し
い
人
権
侵
害
で
す
。

暴
力
と
は
？

　
暴
力
に
は
、
殴
る
・
蹴
る
、
と

い
っ
た
身
体
へ
の
暴
力
の
他
に
も

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
経
済
的
暴
力
」
生
活
費
を
充

分
に
渡
さ
な
い
な
ど

◆
「
精
神
的
暴
力
」
常
に
批
判
す

る
、
長
時
間
無
視
し
続
け
る
な
ど

◆
「
言
葉
の
暴
力
」『
誰
の
お
か

げ
で
食
べ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る

ん
だ
』、『
死
ね
』
な
ど
の
暴
言

◆
「
性
的
暴
力
」
セ
ッ
ク
ス
の
強

要
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
な
ど

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
外
出
自
粛

や
休
業
な
ど
か
ら
自
宅
に
い
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
り
、
生
活
の
不

安
や
ス
ト
レ
ス
で
、
Ｄ
Ｖ
が
増
加

し
ま
し
た
。

　
国
で
は
「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋(

プ
ラ

ス)

」
を
開
設
し
、
電
話
や
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談(

24
時
間
受
付)

や
、
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
、
10

か
国
語
対
応
と
、
相
談
体
制
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
「
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
女
性

が
抱
え
る
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
る
ほ
か
、
被
害
者
の
安
全
と

自
立
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

　

　
今
、
国
で
は
10
～
20
代
の
若
い

人
た
ち
の
間
で
起
こ
る
性
暴
力
の

対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
多
様
化
す
る

暴
力
の
状
況
を
踏
ま
え
、
全
て
の

中
学
校
と
連
携
し
て
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
展
示
の
開
催

　
11
月
11
日
㈬
か
ら
20
日
㈮
ま

で
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
暴
力

の
し
く
み
や
構
造
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
書
か
れ
た
パ
ネ
ル
展

示
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
」
を
行
い
ま
す
。 女性に対する暴力

根絶のための
シンボルマーク

相談機関 受付・相談時間など 相談内容ほか

市役所
配偶者暴力相談支援センター
(女性相談・DV相談(要予約)）
☎︎298・7716

面談予約受付時間
月～金曜日8時30分～17時15分
土曜日8時30分～12時
※　祝日、年末年始を除く

家庭、離婚、DV、性的被害など、女性が
抱える様々な悩み

女性センター
(女性のための法律相談(要予約))
☎︎287・4755	

面談予約受付時間
火～土曜日9時～17時15分
※　祝日、年末年始を除く
【相談日】第2水曜日10時～13時

離婚、DV、性的被害、職場の問題など、
女性が抱える法的な問題

県婦人相談センター
☎︎048・863・6060

月～土曜日9時30分～20時30分
日曜日、祝日9時30分～17時
※　年末年始を除く

DVに関する相談

県男女共同参画推進センター
☎︎048・600・3800	

月～土曜日10時～20時30分
※　第3木曜日、臨時休館日を除く DVなど、女性が抱える様々な悩み

西入間警察署
☎︎284・0110　緊急時は110番へ 年中無休(24時間)	 DV、ストーカー行為に関する相談

DV相談＋（プラス）
☎︎0120・279・889

電話相談は年中無休（24時間）、
メール、チャット相談可（「DV相談+」で検索） DVに関する相談

県警察犯罪被害者支援室
☎︎0120・381・858

月～金曜日8時30分～17時15分
※　祝日、年末年始を除く

犯罪被害、DV、ストーカー行為に関する相談
面談相談とカウンセリングは予約制

アイリスホットライン
☎︎0120・31・8341

電話相談は年中無休(24時間)
面談相談は要予約
※　緊急時はお申し出ください

性犯罪の被害に関する相談(家族からの相談も可)

よりそいホットライン
☎︎0120・279・338→[3]を押す 年中無休(24時間)　※　電話相談のみ 性暴力、DVなど女性の相談

法テラス川越
「DV等被害者法律相談援助」(予約制)
☎︎050・3383・5377

面談予約受付時間
月～金曜日9時～12時、13時～16時
※　祝日、年末年始を除く
【相談日】隔週木曜日10時～12時

DV、ストーカー、児童虐待を現に受けている
方の法律相談

【主な相談先】
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生命保険相互会社と健康増進連携協定を締結

問合先　健康長寿課健康増進担当 

　
鶴
ヶ
島
市
と
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
は
、
健
康
増
進
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
同
社
と
連
携
し
て
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
の
た

め
、
健
診
の
Ｐ
Ｒ
や
健
康
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
健
康
測
定
会
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
企
業
、
関
係
団
体
な

ど
の
協
力
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
さ
ら
に
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

健
康
増
進
に
関
す
る
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

HPはこちら

明るい選挙啓発標語コンクール入選作品

問合先　選挙管理委員会 

　
高
校
生
に
選
挙
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
若
年

層
の
投
票
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
、
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
が
埼
玉
県
立
鶴
ヶ
島
清

風
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に

「
鶴
ヶ
島
市
明
る
い
選
挙
啓
発
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
５
９
８
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作

品
２
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

「
投
票
は
　
未
来
を
変
え
る
　
第

一
歩
」（
２
年
生
　
岸き
し

　
悠ゆ
う
ま馬
さ

ん
の
作
品
）

優
秀
作
品

「
大
切
な
　
未
来
の
た
め
に
　
投

票
で
」（
３
年
生
　
加か
と
う藤

　
里り

ほ歩

さ
ん
の
作
品
）

「
選
挙
権
　
引
き
下
げ
ら
れ
た

意
味
　
考
え
よ
う
」（
１
年
生
　

鈴す
ず
き木

　
萌も

ね音
さ
ん
の
作
品
）

市有地を公売(売却)します

問合先　資産管理課財産管理担当 

　
市
で
は
、
未
利
用
と
な
っ
て
い

る
市
有
地
を
公
売(

売
却)
し
ま

す
。

公
売
物
件

①
鶴
ヶ
島
市
大
字
藤
金
８
７
６
番

75
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
70
㎡

②
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
６
２
１

番
90
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
㎡

申
込
方
法

一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
　

11
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮
９
時
～
17

時

受
付
場
所
　
資
産
管
理
課

入
札
日

11
月
19
日
㈭
①
10
時
～
②
11
時
～

※
　
11
月
９
日
㈪
・
10
日
㈫
に
現

地
説
明
会
を
行
い
ま
す

※
　
売
却
案
内(

入
札
の
手
引
き)

お
よ
び
申
込
書
類
は
、
資
産
管
理

課
で
配
布
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

都市計画変更案の縦覧

問合先　都市計画課都市計画担当 

　
坂
戸
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ

く
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
案
に
対
し
て
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
～
12
月
８
日

㈫(

平
日
の
み)

場
所
　
都
市
計
画
課

内
容
　
①
生
産
緑
地
地
区(

第
13

号
、
14
号
、
34
号
、
65
号
お
よ
び

70
号)

の
変
更

②
都
市
計
画
公
園(

運
動
公
園)

の

変
更

意
見
書
の
提
出

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
方
法
　
12
月
８
日
㈫
ま
で
に

縦
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送(

必
着)

で
、
都
市
計

画
課(

〒
３
５
０-

２
２
９
２(

住

所
不
要))

へ
。
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お
よ
び
申
込
書
類
は
、
資
産
管
理

課
で
配
布
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

都市計画変更案の縦覧

問合先　都市計画課都市計画担当 

　
坂
戸
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ

く
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
案
に
対
し
て
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
間
　
11
月
24
日
㈫
～
12
月
８
日

㈫(

平
日
の
み)

場
所
　
都
市
計
画
課

内
容
　
①
生
産
緑
地
地
区(

第
13

号
、
14
号
、
34
号
、
65
号
お
よ
び

70
号)

の
変
更

②
都
市
計
画
公
園(

運
動
公
園)

の

変
更

意
見
書
の
提
出

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
方
法
　
12
月
８
日
㈫
ま
で
に

縦
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送(

必
着)

で
、
都
市
計

画
課(

〒
３
５
０-

２
２
９
２(

住

所
不
要))

へ
。
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令和3年度保健センターの専門職を募集します

問合先　保健センター☎271・2745 

【
心
理
士
】

職
務
内
容
　

①
親
子
相
談
事
業
に
お
け
る
子
ど

も
の
発
達
検
査
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よ
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個
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相
談

※
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Ｋ
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達
検
査
を
実
施
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方

②
３
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児
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康
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査
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・
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①
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約
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分
～
17

時
　

②
月
１
回(
年
間
12
回)

・
12
時
30

分
～
健
診
終
了
ま
で

謝
金
　
２
万
３
１
０
０
円
／
回

(

令
和
２
年
度
実
績)

【
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
】

職
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内
容

保
健
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①
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児
相
談
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介
助

②
成
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ど

※
　
７
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が
年
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数
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ま
す

保
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師
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看
護
師
　

子
育
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代
包
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ン
タ
ー
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務

①
妊
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面
談

②
妊
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産
お
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援
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数
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５
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９

時
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時

※
　
勤
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な
ど
の
詳
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は
、
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相
談

【
共
通
事
項
】

勤
務
地
　
保
健
セ
ン
タ
ー

募
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人
員
　
若
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名

申
込
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法
　
履
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書
に
資
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免
許

証
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写
し
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添
付
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て
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セ

ン
タ
ー
へ(

後
日
面
接
を
行
い
ま

す)※
　
職
務
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回
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い
て
は
、
要
相
談

教育委員会委員の任命

問合先　人事課人事担当 

　
教
育
委
員
会
委
員
の
武た
け
ち知

美み

は葉

さ
ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
10
月

１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

競争入札参加資格審査申請の受付

問合先　財政課契約担当 

　
令
和
３・
４
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
・
そ
の
他
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

申
請
期
間

12
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪

申
請
方
法

財
政
課
契
約
担
当
へ
郵
送(

消
印

有
効)

ま
た
は
直
接

※
　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
５
年

３
月
31
日

全国一斉の緊急地震速報訓練を行います

問合先　安心安全推進課防災担当 

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
全

国
一
斉
の
緊
急
地
震
速
報
訓
練
を

行
い
ま
す
。

訓
練
用
緊
急
地
震
速
報
の
放
送

日
時
　
11
月
５
日
㈭
10
時
頃

放
送
内
容
　「(

チ
ャ
イ
ム
音)

こ

ち
ら
は
、防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。(

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

音)

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震

で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓

練
放
送
で
す
。(

く
り
返
し
３
回)

こ
ち
ら
は
防
災
つ
る
が
し
ま
で

す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
。(

チ
ャ
イ
ム
音)

」

※
　
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
と
同

じ
警
報
音
が
流
れ
ま
す

※
　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し

ょ
う

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
　
放
送
が
流
れ
る
と
、
防
災
ラ

ジ
オ
か
ら
も
放
送
が
流
れ
ま
す

詳細はこちらHPはこちら
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そ
の
結
果
、95
点
の
応
募
が
あ
り
、

35
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
作

品
１
点
と
優
秀
作
品
６
点
を
選
出
し

ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校

坂
戸
ろ
う
学
園
４
年
　

小こ
ば
や
し林

　
碧あ
お
き爽

さ
ん

優
秀
作
品

鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校
３
年
　

井い
の
う
え上

　
知ち

さ

と
紗
都
さ
ん

長
久
保
小
学
校
３
年
　

萩は
ぎ
わ
ら原

　
昊こ
う
す
け佑
さ
ん

ほ
か
、
坂
戸
市
内
の
小
学
生
4
人

　
こ
れ
ら
の
入
選
作
品
は
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
期
間
中
を
目
安
に
次

の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

展
示
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
期
間
　
11
月
４
日
㈬
～
16
日
㈪ 

※
　
土
曜
日
午
後
、
日
曜
日
を
除
く

『その火事を　防ぐあなたに　金メダル』　秋季全国火災予防運動を実施します

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部予防課☎281・3117  

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
は
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

　令
和
元
年
中
に
お
け
る
管
内
の
火
災

原
因
ワ
ー
ス
ト
３

○
こ
ん
ろ
　
８
件

○
放
火(

疑
い
を
含
む)

　
７
件

○
た
ば
こ
　
６
件

あ
な
た
の
命
を
守
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　
寝
室
な
ど
に
煙
式
の
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
設
置
が
お

済
み
の
方
は
定
期
的
に
警
報
器
の
掃

除
や
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
が
決
定
！

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸
市
の
小
学
３・
４

年
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間
中
に

「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
し

た
。

消防署内を見学してみませんか

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部指令課☎281・3495  

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

11
月
９
日
の
「
１
１
９
番
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
、
鶴
ヶ
島
消
防
署
お
よ
び
坂
戸

市
内
の
消
防
署
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
開
し
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
や
消
防
車
な
ど
普

段
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
消
防

署
の
内
部
を
見
学
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日
㈷
～
９
日
㈪

９
時
～
16
時

公
開
施
設
　
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
、
鶴
ヶ
島
消
防
署
、
坂
戸
消
防

署
、
東
分
署
、
西
分
署
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